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2011年3月11日14時46分頃に発生した東北地方太平洋沖地震では首都圏でも震度5強の揺れに見舞われ，

交通システムが麻痺し多くの鉄道利用者が不便を被った．また，鉄道利用者は運行が再開すると駅に集中

し，安全な鉄道輸送を阻害することとなった．このように，大規模な鉄道運行の停止から再開をする際に

は，適切なタイミングが肝要であることが問題となった．そこで，本研究では，東北地方太平洋沖地震時

の運行再開実態を踏まえて，運行再開可能区間の提案，運行再開シナリオの提案，運行再開シミュレーシ

ョンを通じて，今後発生が想定されている大規模地震災害後における鉄道の運行再開のタイミングについ

て議論する． 
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1. はじめに 

 

2011年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震によ

り，では，首都圏では最大で震度5強の揺れに見舞われ

た．鉄道は一定規模以上の地震動に見舞われると線路や

鉄道構造物の点検のため，運行を一時中止することにな

っている．そのため震災発生後は首都圏全体で鉄道の輸

送機能が麻痺し，鉄道利用者の多数が帰宅困難者となっ

た．帰宅困難者の中には，駅構内や緊急避難場所で鉄道

の運行再開を待つものが多数いた（図-1）． 

震災当日の鉄道の運行状況は下記の通りである．JR東

日本は，安全確認の必要性から翌日まで運行中止を早々

に宣言した．一方，私鉄と東京メトロは，安全点検を順

次実施し，安全確認が取れた路線から運行を開始した．

なお，路線の安全確認に要した時間は最長で18時間であ

った． 

また当日の鉄道運行再開の際には，鉄道事業者間での

運行再開のタイミングのずれや，路線形態の制約などか

ら運行区間で輸送力が不足するなどの問題が発生した．

また被災地内で鉄道の運行再開を待つ帰宅困難者が大量

に発生した． 

今後発生が想定されている首都直下地震や東海・東南

海・南海地震で首都圏の高密な鉄道システムが被災した

際には，この点検に要する時間は，数時間から数十時間，

最悪の場合には数日を要することが予想される． 

そこで本研究では，東北地方太平洋地震時の首都圏の

鉄道事業者の運行実態を明らかにし，今後の震災に備え

て，適切な運行再開のあり方を検討することとした． 

 

 

 

図-1 帰宅困難者（JR横浜駅） 
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表-1 運行再開状況 

 

 

 

2. 帰宅困難者の移動開始時刻に関する分析 

 

2.1 首都圏の鉄道の運行再開状況について 

震災発生直後より，首都圏においては鉄道が安全の確

認のため全線に渡り運行が休止された．安全確認に長時

間を要したため，鉄道通勤者に多大な影響が及んだ．首

都圏における鉄道路線毎の運行再開状況および運行再開

率を表-1，図-2に示す１），２）． 

都営大江戸線が20時40分と早期に運行を再開し，次い

で東京メトロ，西武鉄道，東急電鉄や京王電鉄などでも

早期に運行が再開された．またその一方でJRや東武鉄道

などでは翌日以降に運行を再開しており，鉄道事業者間

で差があったことが確認できる． 

 

2.2 帰宅困難者の移動開始時刻について 

筆者らが実施したアンケート調査3）を帰宅困難者の移

動開始時刻について集計した結果を図-3に示す．図より 

17時から19時の間に移動を開始した者が多いことが見て

取れる．図-3に示されている通り，19時の段階では鉄道

は全く再開されていないことから，この時間帯に移動を

開始した者は，鉄道以外の手段を用いていたと判断する

ことができる． 

次に，性別・年代・配偶者有無・子供の有無といった

個人属性と移動開始時刻との関係を調べた．図-4は，配

偶者・子供有無と移動開始時刻との関係を示した図であ 

 

 

図-2 運行再開再開率の推移 
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図-3 移動開始時刻の分布 
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図-4 未既婚・子供有無と移動開始時刻との関係 
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図-5 年代と移動開始時刻の関係（男性） 

 

る．配偶者有無と移動開始時刻との関連性に顕著な差は

見受けられなかった．一方，子供有無に関しては，子供

がいる方が早い段階で移動を開始している傾向が見受け 
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図-6 年代と移動開始時刻の関係（女性） 

3.7%
5.1%

5.0%

7.7%

78.5%

全線復旧後に乗車

行ける所まで乗車

復旧箇所まで移動し乗車

一部区間のみ乗車

鉄道利用なし

 

図-8 鉄道利用形態の割合 
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図-10 移動開始時刻別の鉄道利用形態 

 

られた． 

年代と移動開始時刻との関係を性別毎に集計した結果

を図-5と図-6に示す．性別に関わらず，年代が上がるに

つれて早い時間帯に移動を開始している傾向が見受けら

れる．男性と女性の移動開始時刻を比較すると，女性よ

りも男性の方が全体的に早い時間帯に移動していること

が明らかとなった．特に，50代以上の男性のほとんどが

21時までに移動を開始していた．この結果から，男性の

方が，積極的に移動をはじめていたことが示唆される．

自宅までの距離と移動開始時刻との関係を図-7に示す．

なお自宅の住所が不明であった際は「通勤に用いている

自宅の最寄り駅」，また「移動開始場所」の住所が不明

であった際は「通勤時の降車駅」を代用して距離を算定

した．どの距離帯においても比較的早い時刻に移動を開

始していた． 

21時まで鉄道が運転を再開していないことから，自宅

までの距離が相当遠くても，鉄道の再開を待たずに移動 
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図-7 自宅までの距離と移動開始時刻との関係 
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図-9 鉄道利用形態別の帰宅成否割合 
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図-11 自宅までの距離帯別の鉄道利用形態 

 

を開始していたと推察される．なお自宅までの距離が短

い人ほど，14時46分から16時までの地震発生直後に移動

を開始していることも見て取れる． 

 

 

3. 鉄道利用形態に関する分析 

 

3.1 分析の概要 

 前章の分析において，相当数の帰宅困難者が，鉄道の

運行再開を待たずに移動を開始していたことが明らかと

なった．一方，21時以降，東京メトロを中心に順次鉄道

の運行が再開され，鉄道を用いてより安全に帰宅した者

もいたと考えられる．そこで本章では，鉄道の運転再開

の状況と帰宅開始時刻との関連性について分析した．な

お帰宅のパターンを「帰宅に用いる全路線の運転が再開

を待って鉄道を利用」「行ける所まで鉄道を利用」「運

転再開路線の駅まで移動し，その後，鉄道で移動」「運 
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図-12 配線図（東武東上線） 

 

転再開路線の駅まで移動して一部区間のみ鉄道で移動し，

その後，鉄道以外の交通手段で移動」「鉄道を全く利用

せずに移動」の5つに分類した．  

 

3.2 鉄道運転の再開状況と鉄道利用形態との関係 

鉄道の運行再開状況と鉄道利用形態との関係を集計分

析した．図-8に示す通り8割近くの者が，全く鉄道を利

用せずに帰宅していた．また，鉄道の再開を待たずに移

動を開始した者が9割以上に昇ることも明らかとなった． 

鉄道利用形態と帰宅の成否との関係を図-9に記す．全

体的に帰宅成功率は高いが，鉄道を全く利用しないで移

動した際の帰宅成功率が最も低く，さらに一部の区間だ

けを鉄道で移動した際にも，途中で帰宅を諦めている者

がいたことが明かとなった．このことより，帰宅が困難

になった際は，被災地内で滞留し，その後安全が確認さ

れてから移動を開始するこの有効性が確認されたと言え

る． 

次に鉄道の運行再開状況と移動開始時刻との関係を調

べた．図-10に示す通り，移動を開始した時刻が遅いほ

ど，鉄道の利用割合が高まり，23時を過ぎた頃にはおよ

そ四分の一の者が，全線鉄道を用いて移動できていたこ

とが明かとなった．最後に，自宅までの距離と鉄道利用

形態との関係を調べた．図-11に示す通り，自宅まで

20km以上の離れていた者は，利用する路線で運転が再

開される前に移動を開始していたことが明らかとなった．

本来，長距離の移動が必要な者ほど滞留する必要性が高

いにも関わらず，今回の地震発生による帰宅困難におい

ては，自宅までの移動距離が長距離であった者ほど，無

理に移動を開始していた可能性がある． 

 

 

4. 運行再開可能区間の検討 

 

東北地方太平洋沖地震後の安全点検は，多くの路線で

全線点検を行い，すべての区間の安全が確保されてから

運行が再開された．しかし，全線点検が終了するまで運

行再開を待たずに運行再開が可能な区間が存在すること

が考えられる．つまり，折り返し設備や渡り線が存在す

る区間では運行を再開できた可能性がある．そこで，本

研究では，配線図（図-12）をもとにして点検終了後，

順次運転を再開することが可能と考えられる区間を提案

する．  

 

 

5. 運行再開シミュレーション分析 

 

 大規模な地震災害後に鉄道が運行を停止した際，混乱

が生じないような運行再開のパターンを明らかにするこ

とを目的として，4章での検討を踏まえ，運行再開タイ

ミングの複数のシナリオ（例えば，2つの事業者が連携

を取った場合，すべての事業者が連携を取らずに運行を

再開した場合など）を想定する．シミュレーション分析

を通じてシナリオを評価し，大規模地震災害後の首都圏

の鉄道システムの運行再開のあり方を提案する． 

 

 

6. まとめ 

 

近い将来，発生が想定されている首都直下地震をはじ

めとして，東海・東南海・南海地震でも東京は甚大な被

害が予想されている．首都圏の鉄道システムが大きなダ

メージを受け，長時間の運行停止と莫大な数の帰宅困難

者の発生が懸念される．そこで，首都圏の市民の移動の

足を支える交通システムの運行再開のタイミングは安全

輸送・安定輸送の観点から重要な検討事項である． 
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